
1210あかりんアワー 教員が研究の楽しさを語る 

 第36回（5/21） 梅野太輔先生推薦 ブックガイド 

Book1 

システム生物学入門--生物回路の設計原理 
著者：Uri Alon 出版社：共立出版 
コメント：一見手に負えないほど複雑に見える細胞 
の機能だが，いつかは創れるようになりたい。 
細胞の分子ネットワークの構造と機能における 
普遍的設計原理を求めることによって，「創る」ひと 
に勇気を与える究極の「強化」書。 
 
Book2 

実験医学-29―7 
―細胞を創る・生命システムを創る 
著者：竹内昌治ほか編 出版社：羊土社 
コメント：生物＝細胞を我々の手で創り上げてしまおう!? 
 とする日本の科学者たちの様々な挑戦が 
網羅的に拾えます。 
 
 
Book3 

遺伝子デザイン学入門１ かんたんデザイン編 
著者：山崎健一ほか 出版社：北海道大学出版社 
コメント：細胞工学の事始め，とくに最初の１ヶ月のステージ 
でまごつかないように，DIYバイオロジストに 
勇気を与えてくれる入門マニュアル。 
 

※掲載されている本はN棟3階ブックツリーのテーマ展示コーナーに配架されます。 
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